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衆議院経済産業委員会ニュース

平成 20.11.14 第 170 回国会第２号

11 月 14 日、第２回の委員会が開かれました。

１ 経済産業の基本施策に関する件並びに私的独占の禁止及び公正取引に関する件

・二階経済産業大臣、高市経済産業副大臣、吉川経済産業副大臣、竹島公正取引委員会委員長及び政府参考人に対し

質疑を行いました。

（質疑者及び主な質疑内容）

近 藤 洋 介君（民主）

・金融危機の影響により世界経済が低迷している状況にか

んがみれば、我が国の経済を外需依存型から内需主導型

に導くための政策転換を行うべき時期にあるのではない

か。

・定額給付金の交付によって景気回復を図ろうとしながら、

将来の消費税率引上げに言及することは、その経済効果

を減殺することになるのではないか。

後 藤 斎君（民主）

・政府の新たな経済対策である「生活対策」に掲げられた

「内需主導型経済への移行」をどのように実現していく

のか。

・中小企業の資金繰り円滑化のためには金融庁との連携が

重要だと考えるが、二階経済産業大臣は中川金融担当大

臣に対してどのような働きかけを行っているのか。

２ 外国為替及び外国貿易法第十条第二項の規定に基づき、北朝鮮からの貨物につき輸入承認義務を課する等の措置を

講じたことについて承認を求めるの件（内閣提出、承認第２号）

・二階経済産業大臣から提案理由の説明を聴取しました。

・二階経済産業大臣、高市経済産業副大臣及び政府参考人に対し質疑を行い、質疑を終局しました。

・吉井英勝君（共産）が討論を行いました。

・採決を行った結果、賛成多数をもって承認すべきものと決しました。

（賛成―自民、民主、公明 反対―共産）

（質疑者及び主な質疑内容）

松 原 仁君（民主）

・六者会合における経済・エネルギー支援の実施の決定に

ついて、日本政府として反対する旨の意見を表明したの

か。支援に反対しないことは、我が国の制裁措置の効果

を弱めることになるのではないか。

・輸出禁止の対象となる奢侈品の品目の追加や、輸出の全

面禁止などの追加的な制裁措置の必要性について、二階

経済産業大臣はどう考えるか。

吉 井 英 勝君（共産）

・輸入禁止等の措置を講じてきたこの半年間において、北

朝鮮とどのような交渉を行ったのか。

・途上国を含めた世界経済に大きな影響を及ぼしている金

融危機は、投機資金によってもたらされたものと考える

が、その規制についてどのような対策を検討しているの

か。


